景　観　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト
	行為の場所
	　四日市市

	行為の種類
	　建築物□新築□増築□改築□移転　外観を変更する□修繕□模様替え□色彩変更

	

	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項を記入
	ﾁｪｯｸ

	敷地
配置
	○
	まちなみの連続性に配慮した建物の配置とする。

	　
	

	
	○
	周囲の良好な景観の保全に配慮した建物の配置とする。

	　
	

	
	○
	道路との境界線からできる限り後退させた配置とする。

	　
	

	形態
	○
	建物の形態は、全体として違和感のないまとまりある形態とし、周囲の建物や景観と調和させる。

	　
	

	
	○
	高層又は長大な壁面となる場合には、壁面の分節化（素材や形態の分割）などにより、圧迫感や威圧感を軽減する。

	　
	

	
	○
	優れた景観の眺望点となる場所の周辺では、その眺望を妨げない形態に努める。

	　
	

	
	○
	交差点やアイストップとなる場所では、まちのシンボル、ランドマークの演出に努める。

	　
	

	
	○
	海や河川などに面する場所では、水辺空間との一体感を持たせるようにする。

	　
	


	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項を記入
	ﾁｪｯｸ


	意匠
	○
	周辺景観やまちなみと調和し、また建物全体が調和した意匠とする。

	　
	

	
	○
	規模の大きな建物は、屋根、壁面、開口部等の意匠を工夫し、歩行者への威圧感や圧迫感を軽減する。

	　
	

	色彩
	○
	基調となる色は、周囲の自然やまちなみの色調と調和したものとし、色彩の対比及び調和の効果に十分配慮する。
	　
	

	
	
	色彩制限表
	
	

	
	
	使用する色相
	彩　度
	
	

	
	
	Ｒの場合
	４以下
	
	

	
	
	ＹＲ及びＹの場合
	６以下
	
	

	
	
	上記以外(GY,G,BG,B,PB,P,RP)の場合
	２以下
	
	

	
	
	注）マンセル表色法系による彩度
	
	

	
	
	※次の場合はこの限りではありません。
・着色していない素材の色彩、工作物で法令上の制限がある場合
・各表面積の２０％までの範囲で使用されるアクセントカラーの場合
	
	

	素材
材料
	○
	周囲の景観と調和し、また長期にわたって良好な景観が維持できる耐久性、耐候性、維持管理に優れた材料を使用する。

	　
	

	
	○
	道路から見える建物の側壁について、建物正面と調和させる。

	　
	

	屋根
建物上部
	○
	屋根の形態は、調和のとれたスカイライン（建築物の輪郭線）やまちなみの形成に配慮する。

	　
	

	
	○
	屋上の工作物や塔屋（屋上部の階段室、機械室）などは、建物本体と一体感のあるデザインとする。

	　
	


	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項を記入
	ﾁｪｯｸ

	屋外階段
ﾊﾞﾙｺﾆｰ等
	○
	屋外階段、バルコニー等は、建物本体との一体感や調和、道路等の公共空間からの眺望に考慮したデザインとする。

	　
	

	附帯設備
	○
	外壁面の設備配管や配線、屋上の設備機器等は、道路等の公共空間からなるべく見えないようにし、やむを得ない場合は、色彩を揃えるなど建物本体と調和させる。
	　
	

	外構
	○
	生垣、柵、塀、門等を設ける場合は、沿道としての一体感や連続性、周囲の景観との調和に配慮する。

	　
	

	
	○
	駐車場・駐輪場の出入口は、通りの連続性や人の動線との共存に配慮した配置とし、修景・緑化などにより周囲の景観と調和させる。
	　
	

	
	○
	建物周辺の緑化を充実させ、圧迫感や威圧感の軽減と通りからの景観の向上に努める。

	　
	

	
	○
	緑化にあたっては、周囲の景観や地域の特性を考慮して樹種を選定する。

	　
	

	
	○
	海や河川などに面する場所では、海、河川側へのオープンスペースの確保と緑化、海や河川からの眺望に配慮する。

	　
	

	夜間の景観
	○
	夜景の演出に役立つものについては、ライトアップや効果的な照明を行い、夜の景観やにぎわいの演出に配慮する。

	　
	


景　観　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト
	行為の場所
	　四日市市

	行為の種類
	　工作物□新設□増築□改築□移転　外観を変更する□修繕□模様替え□色彩変更

	

	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項
	ﾁｪｯｸ

	共通事項
	○
	基調となる色は、周囲の自然やまちなみの色調と調和したものとし、色彩の対比及び調和の効果に十分配慮する。
	　
	

	
	
	色彩制限表
	
	

	
	
	使用する色相
	彩　度
	
	

	
	
	Rの場合
	４以下
	
	

	
	
	YR及びYの場合
	６以下
	
	

	
	
	上記以外(GY,G,BG,B,PB,P,RP)の場合
	２以下
	
	

	
	
	注）マンセル表色法系による彩度
※次の場合はこの限りではありません。
・着色していない素材の色彩、工作物で法令上の制限がある場合
・各表面積の２０％までの範囲で使用されるアクセントカラーの場合
	
	

	
	
	
	
	

	
	○
	道路との境界線からできる限り後退させた配置とし、周辺をできる限り緑化する。

	　
	

	
	○
	高層又は長大な壁面となる場合には、壁面の分節化（素材や形態の分割）などにより、圧迫感や威圧感を軽減する。

	　
	

	
	○
	優れた景観の眺望点となる場所の周辺では、その眺望を妨げない形態に努める。

	　
	

	
	○
	交差点やアイストップとなる場所では、まちのシンボル、ランドマークの演出に努める。

	　
	

	
	○
	海や河川などに面する場所では、水辺空間との一体感を持たせるようにし、海、河川側へのオープンスペースの確保と緑化、海や河川からの眺望に配慮する。
	　
	

	
	○
	夜景の演出に役立つものについては、ライトアップや効果的な照明を行い、夜の景観やにぎわいの演出に配慮する。

	　
	


	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項
	ﾁｪｯｸ

	擁壁
のり面
	○
	できる限り規模を抑え、緩やかな勾配とする。

	　
	

	
	○
	周囲と調和した形態、材料を採用し、樹木や花等により修景する。

	　
	

	高架道路
高架鉄道等
	○
	軽快で落ち着いた印象を与える形態・意匠とする。

	　
	

	
	○
	高架下では、魅力的な空間となるように用途やデザインを工夫する。

	　
	

	橋梁等
	○
	周囲から眺めたときと橋を渡るときの景観の両方に配慮したデザインとする。

	　
	

	煙突等
	○
	高い煙突等は、広い範囲からの見え方に配慮して、周囲になじむ形態・意匠とする。

	　
	

	立体駐車場
	○
	駐車場の出入口は、通りの連続性、人の動線との共存に配慮して配置する。

	　
	

	太陽光発電施設
	○
	丘陵部に設置する場合はそのシルエットを乱さないよう配置する。
	
	

	
	○
	屋根に設置する場合は、突き出しや高さを抑えるなど目立たないようなデザインとする。
	
	

	
	○
	太陽電池モジュールの色彩は黒、濃紺を基本とし光沢や反射が少なく模様が目立たないものとし、パワーコンディショナー、分電盤、フェンス等はダークブラウンを基本とし、背景の状況に応じた目立たない色彩とする。
	
	


景　観　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト
	行為の場所
	　四日市市

	行為の種類
	　□開発行為　□土石の採取又は鉱物の掘採　□土地の形質の変更
　□屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積

	　
	

	項　目
	景観形成の基準
	具体的な配慮事項
	ﾁｪｯｸ

	土石の採取又は
鉱物の掘採
	○
	採取地が周囲から目立たないよう、採取位置及び方法を工夫するとともに、敷地周辺の既存樹木の保全に努める。

	　
	

	
	○
	採取後は、既存又は周囲の植生と調和した緑化を行い、自然環境及び景観の復元に努める。

	　
	

	
	○
	のり面は、できる限りゆるやかな勾配とし、緑化や素材の工夫などにより、周囲の景観になじむようにする。

	　
	

	開発行為
又は

土地の形質の変更
	○
	既存の地形・樹木など自然条件を活かし、長大なのり面又は擁壁が生じない計画とする。

	　
	

	
	○
	行為後は、既存又は周囲の植生と調和した緑化を行い、自然環境及び景観の復元に努める。

	　
	

	
	○
	のり面は、できる限りゆるやかな勾配とし、緑化や素材の工夫などにより、周囲の景観になじむようにする。

	　
	

	屋外における土石、廃棄物、再生資源、その他の物件の堆積
	○
	道路、公園等の公共の場所から目立たないように、配置を工夫し、周囲の景観との調和に配慮した植栽及び塀等を設ける。塀や擁壁は、植栽より敷地内側に設けるとともに、色彩、素材、耐久性や開放性等に配慮する。
	 
	

	
	○
	積み上げに際しては、高さをできる限り低くするとともに、外から見られることを意識して、整然とした集積又は貯蔵とする。

	　
	


